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はじめに…
活動を実施するにあたって

皆さんが行っている活動は、介護予防のみならず、仲間づく

り、閉じこもり防止、地域での見守りや支え合いのネットワーク

構築などさまざまな効果があります。

そのため、下記の点について気を付けながら安心安全に活

動を継続しましょう。

事故防止
・すべりやすいところはないか、床に躓きやすいものがないか等確認しましょう

・テーブルや椅子が不安定ではないか確認しましょう

感染症
・密を避ける、距離を確保する、換気をするなど

感染対策を行いましょう

・参加者は事前に熱を測り、体調が悪い時は

無理せず活動を休みましょう

熱中症
・こまめな水分摂取を心がけましょう

・扇風機やエアコンで温度を調節しましょう

通いの場の感染症対策
～厚生労働省ホームページ～

みなさんで確認しましょう！！

熱中症対策
～厚生労働省ホームページ～

～安心安全に活動するため、保険の加入なども検討しましょう～



第１部 補助金について
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補助金を申請する前に…

〇この補助金は、国の「地域介護予防活動支援事業」により実施

しています。そのため、国から報告を求められることがあります。

〇補助金は自主活動団体の活動の後押しを行うものであり、その

性質は一部補助です。

支出項目によっては活動費すべてを補助金で補えるわけではない

ことをご理解いただいたうえで申請をご検討ください。

〇近年、活動に直接関係のない物品を購入している団体が一部で

見受けられ、返納が生じています。

補助金は介護保険料で賄われていますので、納税者に説明ができ

る使い方を心がけましょう。

〇申請をする前に、この「申請のしおり」と「地域介護予防活動

支援事業マニュアル」をご一読いただき、どの段階で申請をする

のか、どのようなことに取り組むのか、補助金をどのようなことに

使うのかなどを団体できちんと話し合いましょう。
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【第１段階 介護予防体操】

取り組み内容 必要なもの 料金

いきいき百歳体操

ＤＶＤ
・簡易版 所要時間30分程度
・スペシャル版 所要時間40分程度

無料

錘・カバー
貸出期間は原則3か月間としますが、30名以上の団体
で延長して借りたい場合はご相談ください

つるかめ体操
(佐世保介護予防体操）

ＤＶＤ 所要時間３０分程度
（ポスターもあります）
※筋トレとストレッチを組み合わせ、全身バ
ランスよく運動できる体操

無料

とっとり方式認知症予防
運動プログラム

ＤＶＤ 所要時間30分程度
※有酸素運動筋力運動に加え、頭の体操
が盛り込まれた運動プログラム

無料

〇問い合わせ先：地域包括支援センター、長寿社会課
〇上記以外にも、介護予防を目的として自治体により作成された体操であれば要件とし
て認められます。 詳しく知りたい方は、長寿社会課へお尋ねください。

【第２段階 口腔体操】
取り組み内容 必要なもの 料金

かみかみ百歳体操 ＤＶＤ 所要時間１５分程度 無料

〇問い合わせ先：地域包括支援センター、長寿社会課
〇上記以外にも、各団体で独自の口腔体操を実施しても構いません。

【第２段階 介護予防に関するサポーター】

サポーターとして認められるもの 受講料 問い合わせ先

生活支援サポーター
けんこう運動支援隊

無料

長寿社会課

運動普及推進員
食生活改善推進員

健康づくり課

〇実施時期などは各問い合わせ先にお尋ねください。
〇サロンリーダーも上記サポーターとして認められます（養成講座は現在実施していません）。

※講話の要件については「講話リスト集」を参照ください。 １－３

申請段階ごとに必要な要件



地域介護予防活動支援事業（いきいき百歳体操等）補助事業の流れ

※初めて申請される団体は、補助金申請までに団体名義の通帳を作成しましょう。

補助金は、「補助金交付請求書」（様式第３）

が長寿社会課へ提出された後、１か月程度で
団体の口座に振り込まれます。

申請書の提出

決定通知書
受け取り

請書の提出

報告書等の提出
＊４月中旬まで

補助金確定通知書
の受け取り

【提出書類】
・請書

・補助金等交付請求書（様式第３）
・通帳の写し

【提出書類】
・補助事業等実績報告書（様式第２）
・事業実績報告書（様式第２－２）
・収支決算書（様式第２－３）
・年間実績報告書
・会員名簿
・領収書、資料、写真等
・通帳(写し)

【提出する書類】
・補助金等交付申請書（様式第１）
・事業計画書（様式第１－２）
・収支予算書（様式第１－３）
・会員名簿

・補助金支出として認められるものは、
決定通知日以降のものに限ります！

・支出に関して補助対象となるかわからない
場合は、購入する前に長寿社会課へ相談を！

・補助金等交付請求書（様式第３）

請書提出時に
提出した場合
は不要

年度末に実
績をもって
請求する場
合は不要
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対象となるもの(例)

経費区分 内容

報償費 ・外部講師謝礼金

印刷費
消耗品費

・体操用おもり等の道具類

・DVDプレーヤー ・CDプレーヤー

・テレビ ・プリンター

・活動用のプリンター、インク、用紙

・活動用のコピー代

・活動用のホワイトボード

・脳のトレーニング用DVD、テキスト

・レクレーション用具

・体操時に使用するパイプ椅子

・消毒液

使用料及び賃借料 ・会場使用料、冷暖房費

・保険料

〈第2・第３段階〉

・送迎支援が必要な会員の送迎にかかる経費

・講話に伴う実習の経費

補助対象とならないもの(例)
・お茶菓子などの飲食代 ・介護予防活動以外の活動で使用するもの
・バス代や駐車場代などの交通費
・人件費

補助対象経費について

○中古品の購入も可能

○購入金額が税込み５万円未満
のものが対象

補助対象経費の考え方
〇介護予防活動の実施に直接必要なもの
〇補助金申請団体のみで使用するもの
〇(消耗品は)必要最低限の機能のもの

該当するか判
断がつかない
場合は、長寿
社会課へご相
談ください。
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申請後に気を付けていただきたいこと

○補助金の支出として認められるものは決定通知日以降の

ものに限ります。

○補助金に関係する書類は、国の会計検査等で求められる

ことがありますので、すべて５年間は保存してください。

○同様に、購入したもののうち経年的に使用するもの（テ

レビやDVDプレーヤー、おもりなど）、また活動の様子な

どは求められたときにすみやかに提出することができるよ

う写真にとってデータとして保存をしてください。

○補助金から支出するものについては、すべて領収書をも

らってください。領収書がないものについては、補助金の

支出が認められません。

○収支予算書に記載していないものを購入する場合は、事

前に長寿社会課にご相談ください。（事後の場合は認めら

れない場合があります。）
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第２部 質疑応答集

よくある質問をまとめていますので、ぜひご一読ください。

～目次～

【A】サポーターに関して

【B】講話・講師に関して

【C】補助金対象経費について

【D】その他










